
計画策定のキーワード・方向性について

【まちづくりのめざすもの】

基本理念 市民のしあわせ

まちづくりの目標 （１）共に認めあい、支えあう、温かみと安心感のあるまちづくり （４）歴史と伝統を継承するとともに、学ぶ喜びをもてるまちづくり

（２）自然との共生を図り、安全で快適に暮らせるまちづくり （５）地域活動が活発で、にぎわいと活力に満ちたまちづくり

（３）次世代を担う子どもたちが夢と希望を抱き、健やかに成長できるまちづくり （６）多様な仕事を興し、地域産業に活力を与え、働く喜びをもてるまちづくり

・ こども ・ 子育て支援・教育の充実 ・ 少子高齢化・人口減少の進行

・ 健康・福祉 ・ 住み慣れた地域でいきいきと暮らす ・ 家族・コミュニティ・働き方の変化

・ 文化・学習 ・ 市民が主役のまちづくり ・ 経済状況の変化

・リーマンショックによる地域経済への影響

・右肩上がりの経済成長の終えん

・ 産業・経済 ・ 交流人口の獲得

・ 地域外の人々との継続的なネットワークづくり ・ グローバル化・高度情報化

・ 経済団体との連携，地域の産業支援機能の充実

・ 儲ける農業 ・ 地球規模の環境問題の深刻化

・ 環境 ・ 恵まれた自然環境の積極的な活用 ・ 自治を取り巻く状況の変化

・ 安全安心のまちづくり ・地方分権の進展

・コミュニティのあり方

・ 都市 ・ 10万人都市建設

・ 基盤の充実・整備 ・ 深刻な財政状況

・ 州都

・ こども ・ 子育てと仕事の両立支援 　市民まちづくり塾 ・ 医療体制が充実している

　【企業等の子育て支援の取組が進んでいない】 ・ 文化施設・スポーツ施設等が整備されている

・ 子どもの能力を伸ばす教育の確立 ・ 自然が豊かで，都市機能も概ね整っている

・ 既存施設，地域資源等の活用が不充分

・ 健康・福祉 ・ 保健・福祉・医療の連携 ・ 多様な主体の社会参加，活躍の場づくりができていない

・ 高齢者，障害者等の社会参画の推進 ・ 働く場・仕事が少ない

　【就業機会・活躍の場が少ない】 ・ 若者等の担い手・後継者が不足している（文化・自治・農商工業）

・ 文化・学習 ・ 行政（職員）と市民の対話機会の拡充 　住民自治組織 ・ 少子高齢化

・ 市民参加の促進 【問題意識の未共有， ・ 担い手の不足（自治・農業・商工業）

　　　　　　　　　　　　まちづくりの主体であるという意識の欠如】 ・ 若者が働く場がない

・ 地域の歴史・伝統の継承　【継承者育成が進まない】 ・ 集落機能の低下

・ 男女共同参画の推進　【女性の活躍の場が少ない】 ・ 耕作放棄地・空き家の増加

・ 住民自治組織のあり方，行政との関係・役割分担があいまい

・ 産業・経済 ・ 交流人口の増加

　【周遊型・滞在型観光が確立されていない，知名度が低い】 　市民アンケート ・

・ 新規就農者の確保，多様な担い手育成

・ 地域産業の維持　【製造品出荷額等の減少】 ・

・ 女性，高齢者及び障害者等の就労機会の確保・起業支援

・

・ 環境 ・ 自然・地域資源の積極的な活用，循環型社会の構築

・ 地域の防災力強化 ・

・ 公共交通の維持　【利用密度の低下，財政支出の増大】

・

・ 都市 ・ 広域的視点での連携強化　【集積した機能の活用が不充分】

・ ハードからソフトへのシフト

・ 新たなコミュニティづくり

男女共同参画
子育て・教育

スポーツ
生涯学習・人権・平和

将来都市像　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇　

政策の柱

地域にねざしたひとづくり

議論のたたき台として まちづくりの基本的視点

　まち・ゆめ基本条例の理念，まちづくりの
現状・課題等をふまえて新しい計画で注
目すべき点

ひとづくり

「みよし百年物語」の検証に基づくまちづくりの課題
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市民意識等からみたまちづくりの現状・問題点

愛着度・定住意向とも中高生は上昇しているが，一般市民
は減少している（前回調査との比較）

中高生が住みたくない理由の上位は，「買い物」「仕事」「交
通の便」「都会へのあこがれ」である

一般市民が住みたくない理由の上位は，「道路事情と交通
の便」「買い物」である

一般市民の優先度が高い項目は，「子育て環境」「医療」
「福祉」「買い物」「就業」「交通」である。

まちづくりを進めていく上での要望・意見（自由記載）の上位
は，「行政」「働く場」「商業・にぎわい」である。

市民と行政の協働ビジョン　　　　　計画期間：平成26年度～平成35年度

（新）計画で大切にしたいこと　― 参加と行動 ―

「みよし百年物語」がめざしていたもの
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顕在化している社会状況（かい離点）
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